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開会式の司会を務める（左から）西山さ
ん、吉田さん、磯谷さん＝畑山亘撮影

�新聞切り抜き作品を実践発表で説明する金
城学院高生ら（青木咲弥佳撮影）
�特別分科会「主権者教育とＮＩＥ」で発表
する登壇者ら（畑山亘撮影）＝いずれも名古
屋市熱田区の名古屋国際会議場で

二
千
人
を
超
え
る
過
去
最
多
の
来
場
者

数
と
な
っ
た
今
大
会
。
各
会
場
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
の
活
躍
も
光
っ
た
。

二
日
間
の
運
営
を
支
え
た
の
は
、
愛
知
県

の
星
城
と
豊
橋
中
央
、
名
古
屋
商
業
、
名

城
大
付
属
、
金
城
学
院
の
五
校
の
延
べ
百

三
十
人
の
生
徒
た
ち
。
来
場
者
を
各
会
場

に
案
内
し
た
り
、
分
科
会
の
会
場
設
営
や

資
料
配
付
を
し
た
り
し
た
。

金
城
学
院
高
放
送
部
二
年
の
磯
谷
み
ず

ほ
さ
ん
と
西
山
み
づ
き
さ
ん
、
吉
田
彩
夏

さ
ん
の
三
人
は
初
日
、
開
会
式
や
記
念
講

演
な
ど
の
司
会
を
務
め
た
。
二
カ
月
前
か

ら
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
き
た
と
い
い
、

「
い
ざ
舞
台
に
立
っ
た
ら
緊
張
し
な
か
っ

た
」
と
吉
田
さ
ん
。
磯
谷
さ
ん
は
「
初
め

て
の
全
国
大
会
と
い
う
大
舞
台
で
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
」
と
話
し
、
西
山
さ
ん
は

「
大
会
を
支
え
る
側
だ
っ
た
が
、
た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
最
終
日
の
四
日
は
、
閉
会
式
を
担
当

す
る
。

名
古
屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
て
い
る

「
第
二
十
二
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
名
古
屋
大
会
」
（
日
本
新
聞

協
会
主
催
、
愛
知
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
、
中
日
新
聞
社
主

管
）
の
二
日
目
は
四
日
、
県
内
の
小
中
高
校
生
が
参
加
す
る
公

開
授
業
や
教
員
に
よ
る
実
践
発
表
、
特
別
分
科
会
な
ど
、
計
二

十
六
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
た
。

（
中
村
美
月
）

各
会
場
で
は
、
教
員
が
児
童
生

徒
と
取
り
組
ん
で
き
た
新
聞
を
活

用
し
た
授
業
な
ど
を
発
表
。
特
別

分
科
会
で
は
、
外
国
籍
の
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
を
教
え
る
際
に
新

聞
を
使
っ
て
い
る
事
例
や
、
新
聞

販
売
店
が
地
域
で
取
り
組
む
Ｎ
Ｉ

Ｅ
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
な
ど

し
た
。

次
回
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
が
進
む
岩
手
県
盛
岡
市
で
、

「
新
聞
と
歩
む
　
復
興
、
未
来

へ
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
か

れ
る
。

愛
知
県
安
城
市
桜
林
小
・
稲
垣

淳
美
教
諭
　
新
聞
に
興
味
を
持
つ

か
ど
う
か
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の

積
み
重
ね
だ
と
考
え
て
い
る
。
学

年
単
位
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
が
行
え

る
学
校
体
制
を
整
え
た
い
。

同
県
一
宮
市
今
伊
勢
中
・
駒
井

佑
美
教
諭
　
新
聞
の
利
点
は
自
分

た
ち
が
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
現

場
の
「
生
の
声
」
が
分
か
る
点
だ

と
思
う
。
社
会
科
の
授
業
は
一
方

的
に
な
り
が
ち
だ
が
、
新
聞
を
用

い
る
こ
と
で
生
徒
が
主
体
と
な
る

授
業
に
変
え
た
い
。

同
県
西
尾
市
西
尾
小
・
早
川
奈

見
教
諭
　
文
章
を
書
く
と
き
に
は

た
と
え
を
交
え
る
と
相
手
に
よ
り

分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
と
気

付
い
た
。
記
事
を
使
い
子
ど
も
た

ち
に
身
近
な
表
現
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
き
た
い
。

福
井
県
美
浜
町
美
浜
西
小
・
平

城
慶
彦
教
諭
　
名
古
屋
大
会
は
来

場
者
が
多
く
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

家
庭
で
も
親
子
で
新
聞
を
読
む
よ

う
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

同
県
越
前
市
味
真
野
小
・
無
量

小
路
宗
洋
教
諭
　
学
校
の
朝
の
活

動
や
親
子
で
作
る
新
聞
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
新
聞
を
毎
日
手
に

し
、
日
常
で
楽
し
め
る
よ
う
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
た
い
。
　

世
界
か
ら
新
聞
が

消
え
た
な
ら
、
こ
の

世
界
は
ど
う
変
わ
る

だ
ろ
う
か
。
世
界
初

の
週
刊
新
聞
が
フ
ラ

ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
の
製
本
職
人
ヨ

ハ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
の

は
一
六
〇
五
年
。
そ

れ
か
ら
四
百
年
、
新
聞
は
日
常
生

活
で
空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
に

存
在
す
る
よ
う
に
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
若
者
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ニ

ュ
ー
ス
が
普
及
し
、
新
聞
離
れ
が

加
速
し
て
い
る
。「ネ
ッ
ト
や
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で
十
分
」
と

の
声
も
耳
に
す
る
。
新
聞
が
消
え

て
も
世
界
に
大
き
な
変
化
は
起
き

な
い
だ
ろ
う
か
▼
「
新
聞
な
き
政

府
か
、政
府
な
き
新
聞
か
、そ
の
ど

ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
ら
、
私
は
一
瞬
の
た
め

ら
い
も
な
く
後
者
を
選
ぶ
で
あ
ろ

う
」
と
言
っ
た
の
は
米
国
の
元
大

統
領
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
。

新
聞
は
権
力
を
監
視
、
抑
制
で
き

る
数
少
な
い
存
在
で
あ
り
、
新
聞

が
消
え
れ
ば
政
府
の
暴
走
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
▼
新
聞
は
私
た
ち
の
視
野
を

広
く
豊
か
に
も
し
て
く
れ
る
。
紙

面
を
め
く
る
と
、
思
わ
ぬ
記
事
に

出
合
え
た
り
、
新
し
い
発
見
が
あ

っ
た
り
す
る
。
ネ
ッ
ト
に
は
な
い

特
性
だ
。米
国
の
説
教
者
は
「新
聞

は
一
般
庶
民
の
教
授
で
あ
る
」
と

言
っ
た
と
い
う
。
新
聞
と
い
う
名

の
私
た
ち
の
「教
授
」
は
、
毎
朝
規

則
正
し
く
家
を
訪
れ
、
ニ
ュ
ー
ス

や
社
会
事
情
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地
元

の
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て
丁
寧
に
講

義
し
て
く
れ
る
。
大
き
な
出
来
事

が
あ
っ
た
と
き
は
時
間
に
限
ら
ず

号
外
と
い
う
「
特
別
講
義
」
も
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
堅
い
け
ど
、
面
白
い

教
授
だ
。
そ
ん
な
教
授
に
は
消
え

て
ほ
し
く
な
い
。
ず
っ
と
長
生
き

し
て
ほ
し
い
。

（
坪
井
佑
介
）

特
別
分
科
会
の
一
つ
「
主
権
者

教
育
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
で
は
、
小
中
高

で
主
権
者
教
育
に
取
り
組
む
教
諭

ら
が
登
壇
。
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
新
聞

を
活
用
し
な
が
ら
主
権
者
意
識
を

育
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

三
重
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
会

長
の
山
根
栄
次
・
三
重
大
名
誉
教

授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
同
県
桑
名
西
高
の
水
野
悟
教

諭
、
名
古
屋
市
丸
の
内
中
の
西
脇

佑
教
諭
、
三
重
県
伊
勢
市
東
大
淀

小
の
中
北
好
美
校
長
が
、
各
校
で

の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

八
年
前
か
ら
高
校
で
模
擬
選
挙

を
行
な
っ
て
い
る
水
野
教
諭
は
、

二
〇
一
六
年
の
十
八
歳
選
挙
権
導

入
後
、
初
め
て
実
施
し
た
模
擬
選

挙
に
つ
い
て
説
明
。
各
政
党
の
政

策
を
一
覧
に
し
た
新
聞
記
事
を
基

に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
る
授
業
を
紹

介
し
た
。

山
根
三
重
大
名
誉
教
授
は
、
新

聞
は
社
会
を
理
解
し
、
政
治
的
な

意
思
決
定
を
す
る
中
で
の
重
要
な

ツ
ー
ル
と
し
た
上
で
「
今
後
は
選

挙
権
を
得
る
高
校
だ
け
で
な
く
、

小
中
高
の
縦
の
流
れ
を
考
え
た
取

り
組
み
が
大
切
」
と
話
し
た
。

（
水
谷
文
香
）

実
践
発
表
で
は
、
金
城
学
院
高

（
名
古
屋
市
）
の
武
岡
基
教
諭
が

「
苦
し
い
と
き
の
〝
紙
〟
頼
み
～

授
業
の
可
能
性
を
ひ
ら
く
新
聞
活

用
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
年
生
十

二
人
と
授
業
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
代
表
生
徒
が
新
聞
切
り
抜

き
作
品
を
発
表
し
た
後
、
記
者
会

見
形
式
で
、
他
の
生
徒
が
質
問
を

投
げ
か
け
た
。

授
業
は
武
岡
教
諭
が
名
付
け
た

「
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
｜
Ｑ
（
ポ
ス
タ

ー
キ
ュ
ー
）
」
と
い
う
方
法
。
発

表
を
注
意
深
く
聞
い
て
も
ら
う
の

が
狙
い
だ
。
二
人
一
組
の
チ
ー
ム

と
な
り
、
発
表
と
質
疑
応
答
の

後
、
他
の
生
徒
が
発
表
内
容
や
質

問
へ
の
対
応
な
ど
五
項
目
を
審
査

す
る
。

今
回
は
生
徒
二
人
が
少
年
犯
罪

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
。
他
の
生
徒
か
ら
は

「
暴
力
を
な
く
す
た
め
に
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
な
ど
の

質
問
が
あ
っ
た
。
飛
び
入
り
で
本

紙
の
高
校
生
記
者
二
人
も
参
加
し

た
。発

表
後
に
武
岡
教
諭
は
、
過
去

に
こ
の
授
業
を
受
け
た
卒
業
生
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

公
表
。
就
職
活
動
に
役
立
つ
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

た
。
代
表
で
登
場
し
た
金
城
学
院

大
二
年
浦
田
梨
沙
さ
ん
は
、
自
分

を
表
現
す
る
力
が
つ
い
た
こ
と
に

触
れ
、
「
新
聞
活
用
は
一
生
役
に

立
つ
と
思
う
」
と
感
想
を
述
べ

た
。

（
奥
野
郁
子
）
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愛
知
県
明
和
高
二
年
三
浦
歩

（
一
号
表
面
）
　
今
回
の
こ
の

新
聞
の
制
作
に
携
わ
り
、
毎
朝

当
た
り
前
に
届
い
て
い
る
新
聞

が
た
く
さ
ん
の
人
の
力
の
結
晶

な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

愛
知
・
中
京
大
中
京
高
三
年

安
田
悠
里
子
（
一
号
裏
面
兼
遊

軍
）
　
教
育
に
新
聞
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
高
校
生

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
違
っ

た
新
聞
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

愛
知
・
南
山
国
際
高
三
年
板

垣
杏
奈
（
二
号
表
面
）
　
自
分

の
好
き
な
世
界
が
無
限
に
広
が

る
の
が
ネ
ッ
ト
、
知
ら
な
い
世

界
が
広
が
る
の
が
新
聞
だ
と
感

じ
た
。
将
来
の
夢
を
見
つ
け
る

た
め
に
も
、
中
高
校
生
は
も
っ

と
新
聞
を
開
こ
う
！

三
重
・
暁
高
三
年
西
尾
七
海

（
二
号
裏
面
）
　
高
校
生
と
い

う
立
場
か
ら
「
教
育
と
新
聞
」

に
つ
い
て
考
え
る
と
て
も
良
い

機
会
に
な
っ
た
。
簡
単
で
は
な

い
が
、
ぜ
ひ
全
国
の
学
校
に
広

ま
っ
て
ほ
し
い
。

愛
知
県
西
春
高
三
年
水
谷
文

香
（
三
号
表
面
）
　
取
材
し
た

先
生
の
意
図
を
的
確
に
読
み
取

り
、
限
ら
れ
た
字
数
で
記
事
を

書
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
紙

面
に
記
事
が
載
っ
た
時
の
喜
び

は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。

愛
知
県
一
宮
高
二
年
安
達
晴

紀
（
三
号
裏
面
）
　
僕
自
身
　

新
聞
読
ま
ぬ
　
人
だ
っ
た
　
し

か
し
議
論
を
　
す
る
中
で
　
新

聞
の
良
さ
　
に
気
付
い
た
　
今

僕
ら
に
は
　
新
聞
を
　
読
む
こ

と
で
社
会
　
知
る
こ
と
が
　
重

要
な
の
だ
と
　
感
じ
た
日
だ
っ

た
。愛

知
県
新
川
高
三
年
青
木
咲

弥
佳
（
写
真
）
　
私
た
ち
の
新

聞
は
い
か
が
で
し
た
か
。
み
ん

な
で
作
成
し
た
号
外
に
感
動
！

　
新
聞
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

情
報
を
簡
単
に
得
ら
れ
る
時

代
だ
。
ホ
コ
ホ
コ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

編
集
部
が
高
校
生
五
百
人
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
＝
１

号
に
詳
報
＝
で
は
、
約
半
数

が
「
新
聞
を
全
く
読
ま
な

い
」
と
答
え
た
。
こ
の
ま
ま

新
聞
が
世
界
か
ら
消
え
た
な

ら
、
ど
ん
な
社
会
に
な
る
だ

ろ
う
。
編
集
部
の
高
校
生
記

者
八
人
が
「
そ
れ
で
も
、
僕

ら
が
新
聞
を
読
む
ワ
ケ
。
」を

考
え
た
。

（
酒
井
風
）

高
校
生
活
は
多
忙
だ
。
定
期
試
験

や
大
学
受
験
の
た
め
の
勉
強
に
部
活

動
、
友
人
や
恋
人
と
の
人
間
関
係
を

保
つ
た
め
の
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
今
を
と
き

め
く
十
代
に
と
っ
て
新
聞
は
大
し
て

重
要
な
ア
イ
テ
ム
で
は
な
い
。

陸
上
部
に
所
属
す
る
安
達
晴
紀
記

者
（
高
二
）
は
「
帰
宅
は
夜
十
時
す

ぎ
。
何
か
を
す
る
時
間
を
削
っ
て
ま

で
新
聞
を
読
み
た
い
と
は
思
わ
な

い
」
と
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
。
せ
い
ぜ
い

月
に
一
度
、
家
の
リ
ビ
ン
グ
に
あ
る

新
聞
を
手
に
取
る
程
度
と
い
う
。

で
も
新
聞
と
い
う
世
の
中
の
出
来

事
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
世
界
は
ど
う
な
る
だ

ろ
う
。
そ
も
そ
も
社
会
は
情
報
が
誰

か
に
伝
わ
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た

だ
ろ
う
か
ら
、
よ
り
原
始
的
な
生
活

に
戻
る
可
能
性
が
あ
る
。
小
杉
菜
々

伽
記
者
（
高
二
）
は
「
伝
言
ゲ
ー
ム

の
よ
う
に
話
が
す
り
替
わ
り
、
デ
マ

が
広
が
る
の
で
は
。
何
が
真
実
か
分

か
ら
な
い
世
の
中
に
な
る
と
思
う
」

と
予
測
し
た
。

私
た
ち
は
な

ぜ
新
聞
を
読
む
の
だ
ろ

う
。「天
気
が
知
り
た
い
か
ら
」「今
夜

の
テ
レ
ビ
番
組
が
気
に
な
る
」「ス
ポ

ー
ツ
大
会
で
同
級
生
が
入
賞
し
た
」

…
。
記
者
八
人
で
意
見
を
交
わ
す

と
、
答
え
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
。

地
元
・
愛
知
県
豊
橋
市
の
地
方
紙

が
お
気
に
入
り
の
市
川
慎
太
郎
記
者

（
高
二
）
は
、
週
末
は
朝
起
き
る
と

自
宅
近
く
の
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
へ

新
聞
を
携
え
て
向
か
う
。
い
つ
も
の

カ
フ
ェ
オ
レ
（
お
か
わ
り
自
由
）
を

片
手
に
、
地
域
で
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

自
分
が
参
加
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
、
記
事
に
目
を
通
す
。
「
高
校
生

の
僕
で
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
っ
て

思
う
か
ら
」
。

月
に
一
度
し
か
新
聞
を
開
か
な
い

安
達
記
者
も
、
実
は
関
心
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
る
。
紙
面
を
め
く
れ

ば
、
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
を
扱
う
国
際

面
に
目
を
留
め
る
。
将
来
の
夢
は
外

交
官
。
「
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い

領
土
問
題
が
あ
る
。
世
界
の
人
々
が

仲
良
く
暮
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
考
え
た
い
」

■

普
段
の
授
業
で
私
た
ち
が
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
の
多
く
は
、
「
答
え

の
あ
る
問
題
」
だ
。
学
校
や
塾
で
解

き
方
を
誰
か
か
ら
習
い
、
訓
練
す

る
。
こ
れ
ま
で
は

通
用
し
た
か

も
し
れ
な
い
。

で
も
、
時
代
は
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
発

達
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
、
歴
史
あ
る

大
企
業
で
も
存
在
が
危
ぶ
ま
れ
、

「
本
当
に
良
い
も
の
」
だ
け
が
残
る

時
代
に
な
っ
た
。
私
た
ち
に
必
要
な

の
は
「
答
え
の
あ
る
問
題
」
で
は
な

く
、
「
未
だ
答
え
が
出
て
い
な
い
問

題
」
に
挑
み
、
解
決
策
を
考
え
、
提

案
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
　

高
校
生
の
約
半
数
が
新
聞
を
「
全

く
読
ま
な
い
」
と
答
え
た
が
、
残
り

の
約
半
数
は
、
少
な
く
と
も
月
一
回

以
上
は
新
聞
を
読
ん
で
い
る
。
学
校

の
勉
強
で
は
得
ら
れ
な
い
、
本
当
に

自
分
が
欲
す
る
情
報
を
見
つ
け
、
こ

の
現
代
を
つ
か
み
取
り
、
将
来
の
自

分
に
生
か
す
。
つ
ま
り
僕
ら
は
「
今

を
知
り
、
未
来
を
つ
く
る
た
め
」
に

新
聞
を
読
む
。

日
本
の
高
校
生
が
自
発
的
に
、
自

分
か
ら
よ
り
確
か
な
情
報
を
基
に
物

事
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
な
ら

ば
、
こ
れ
ほ
ど
誇
ら
し
い
こ
と
は
な

い
。
そ
ん
な
高
校
生
が
も
っ
と
増
え

た
な
ら
、
ど
ん
な
未
来
に
な
る
だ

ろ
う
。
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